
 
令和 5 年 3 ⽉ 17 ⽇ 

国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構 
国⽴⼤学法⼈京都⼤学 
国⽴⼤学法⼈福井⼤学 

 
⽂部科学省委託事業 

「もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉の概念設計及び運営の在り⽅検討」 
に係る第 5 回コンソーシアム委員会開催について 

（お知らせ） 
 
 

国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構、国⽴⼤学法⼈京都⼤学及び国⽴⼤学法
⼈福井⼤学は、令和２年 11 ⽉ 27 ⽇に⽂部科学省から受託した「もんじゅサイトに設置する
新たな試験研究炉の概念設計及び運営の在り⽅検討」に係る第 5 回コンソーシアム委員会を
開催いたします。 

当該事業においては、新試験研究炉の利⽤ニーズを有する学術界、産業界、地元関係機
関等で構成されるコンソーシアム（共同事業体）を構築し、幅広い意⾒を反映しながら概念設
計及び運営の在り⽅検討を実施することとしています。 
 

記 
 

1．開催⽇時︓ 令和 5 年 3 ⽉ 24 ⽇（⾦）12:30〜14:30 
2．開催場所︓ 福井⼤学附属国際原⼦⼒⼯学研究所（第１講義室） 

 （福井県敦賀市鉄輪町 1 丁⽬ 3 番 33 号） 
3．委員名簿︓ 別添のとおり 
4. 主な議題︓ 新試験研究炉の設計・設置・運転及び地質調査（WG1）活動報告 

新試験研究炉における幅広い利⽤運営（WG2）活動報告 
地元関係機関との連携構築（WG3）活動報告 
令和 5 年度以降のコンソーシアム委員会及び WG の取扱いについて 

            意⾒交換 
以上 

 
  



 添 付  
 

⽂部科学省委託事業 
「もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉の概念設計及び運営の在り⽅検討」 

令和４年度 コンソーシアム委員会 委員名簿 
 
コンソーシアム参画機関委員（五⼗⾳順・敬称略） 

新井 史朗 ⽇本原⼦⼒産業協会 理事⻑ 
池澤 俊之 敦賀市 副市⻑ 
⽯塚 博英 若狭湾エネルギー研究センター 理事⻑ 
稲継 崇宏 ⽇華化学株式会社 取締役執⾏役員 CTO 界⾯科学研究所⻑ 
奥井 純⼦ 敦賀商⼯会議所 専務理事 
加倉井 和久 ⽇本中性⼦科学会 会⻑ 
川村 愼⼀ ⽇本原⼦⼒学会 会⻑ 
嶋⽥ 浩昌 福井県商⼯会議所連合会 専務理事 
畑澤 順 ⽇本アイソトープ協会 専務理事 
船城 健⼀ 東洋紡株式会社 総合研究所 分析センターリーダー 
森井 幸⽣ 放射線利⽤振興協会 中性⼦利⽤技術部 部⻑ 
⼭⻄ 弘城 近畿⼤学 原⼦⼒研究所 所⻑ 
吉岡 研⼀ 中性⼦産業利⽤推進協議会 運営委員会委員⻑代理 
吉川 幸⽂ 福井県 地域戦略部⻑ 
 

中核的機関委員（五⼗⾳順・敬称略） 
宇埜 正美 福井⼤学 附属国際原⼦⼒⼯学研究所 所⻑ 
杉⼭ 正明 京都⼤学 複合原⼦⼒科学研究所 教授 
辻本 和⽂ ⽇本原⼦⼒研究開発機構 原⼦⼒科学研究部⾨  
 原⼦⼒基礎⼯学研究センター 副センター⻑ 
中島 健 京都⼤学 複合原⼦⼒科学研究所 所⻑ 
早船 浩樹 ⽇本原⼦⼒研究開発機構 ⾼速炉・新型炉研究開発部⾨ 副部⾨⻑  
⽇野 正裕 京都⼤学  複合原⼦⼒科学研究所 教授 
福元 謙⼀ 福井⼤学 附属国際原⼦⼒⼯学研究所 教授 
⽶沢 晋 福井⼤学 産学官連携本部 本部⻑ 

 
以上 



第5回コンソーシアム委員会の開催について

⽇本原⼦⼒研究開発機構
京都⼤学
福井⼤学
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【H28.12】新たな試験研究炉の設置
○ 原⼦⼒関係閣僚会議において、 「もんじゅ」 を廃⽌措置に移⾏する旨の政府⽅針を決定した際、 将来的に 「も
んじゅ」 サイトを活⽤し 、 新たな試験研究炉を設置することとされた。

【R2.5】炉型候補の選定
○ ⽂部科学省は、 新たな試験研究炉に関する調査を実施(H29〜R1)。炉型候補を複数選定。

【R2.9】中出⼒炉への絞り込みと概念設計等の公募
○⽂部科学省は、地元福井県・敦賀市の意⾒聴取、⽂科省の審議会での議論を経て、中性⼦ﾋﾞｰﾑ利⽤を主⽬
的とした試験研究炉に絞り込んだ。

 ⻄⽇本における原⼦⼒の研究開発・⼈材育成の中核的拠点としてふさわしい機能の実現と地元振興への貢献の観点で絞り込み
 2020年度より概念設計に着⼿し、2022年度中に詳細設計を開始

【R2.11】概念設計等の開始
○原⼦⼒機構、京都⼤学及び福井⼤学が⽂部科学省委託事業の中核的機関として採択され、概念設計及び
運営の在り⽅検討を開始した。

【R4.12.23】実施主体の選定
○ ⽂部科学省は、「もんじゅ」サイトに設置する新たな試験研究炉の詳細設計段階以降の実施主体に、京都⼤学
及び福井⼤学と連携して進めるものとして、原⼦⼒機構を選定した。

【R5.１.26】説明会の開催
○ 「もんじゅサイト試験研究炉の企画競争⽅式による調達に向けた説明会」を開催。

もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉に関する経緯
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委託事業の期間

R4年度中〜

詳細設計
許認可含む※2

建設⼯事、検査など
許認可、基礎⼯事、施設建設⼯事、
地盤改良・基礎⼯事などを含む※3

運転開始

※3 設⼯認を段階的に取得しつつ建設着⼿
建設後、運転開始に向けた使⽤前検査を実施

R2年度〜R4年度

概念設計
地盤調査を含む※1

項目 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度～

概念設計

地質調査

運営の在り方
検討

※1 予備的調査(1年⽬)
本格調査(2年⽬、3年⽬)

※2 設置許可取得及び建設のための
設⼯認取得に向けた詳細設計

利用ニーズ整理、人材育成・利用運営・
地元との連携構築のための仕組みの検討

炉心の検討

設備・施設レイアウトの検討

予備的調査 本格調査

詳細設計

・今年度中に詳細設計を開始す
べく取組む
・コンソーシアムを通して利活用
に関するニーズや意見を集約

もんじゅサイト試験研究炉のこれまでの取組
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もんじゅサイト試験研究炉検討の体制

※中核的機関の役割と体制
原子力機構：「試験研究炉の設計・設置・運転」

 試験研究炉の設計やもんじゅサイトの知見を活かし、主に概念設計と地質調査を担当

 体制：理事長直下の組織として新試験研究炉準備室を設置

京都大学：「幅広い利用ニーズ集約とサービス提供」

 利用ニーズの整理、及びKURの利用運営経験を活かした利用運営の在り方検討を担当

 体制：KURの利用運転の実績を活かす、複合原子力科学研究所全所的な対応体制として、
京大新型研究炉開発・利用センター(KNRR)を設置

福井大学：「地元の大学、研究機関、企業等との連携構築」

 地元産業界との橋渡し活動、地元関係機関との連携構築に向けた制度の検討を担当

 体制：学長を長とするタスクフォースのもとに、産学官連携本部も加わる体制を構築

コンソーシアム

中核的機関
概念設計・運営の在り⽅検

討の実施主体

幅広い意⾒を集約

⼤学

地元
⾃治体

地元
産業界等

産業界

関係
学会研究

機関
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幅広いご意⾒をいただく体制で概念設計や検討を実施
1.コンソーシアム委員会の構成
【地元機関】
地元⾃治体︓福井県、敦賀市
地元産業界等︓福井県商⼯会議所連合会、敦賀商⼯会議所、⽇華化学、東洋紡
地元研究機関︓若狭湾エネルギー研究センター
【関係学会、⼤学】︓⽇本原⼦⼒学会、⽇本中性⼦科学会、近畿⼤学
【産業界】︓⽇本原⼦⼒産業協会、⽇本アイソトープ協会、放射線利⽤振興協会、

中性⼦産業利⽤推進協議会
【中核的機関】JAEA、京⼤、福井⼤

2.コンソーシアム委員会の成果
【開催実績】
R3年3⽉以降、これまで4回、いずれも福井⼤学附属国際原⼦⼒⼯学研究所にてプレスオープンで開催
【開催成果】
概念設計や運営の在り⽅の検討の状況を報告し、試験研究炉設置の基本的な⽅向性をはじめとする幅
広いご意⾒をいただいている。
・ 産業利⽤の推進、地元振興への貢献、研究拠点としての地域活性化への貢献、利⽤の際の使い勝⼿

やアクセス
・ 中性⼦を利⽤する⼈材及びそれを指導する⼈材の育成
・ 既設の施設を⽤いるトライアルユース等の⽀援 等
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性能⽬標を設定
基本仕様を策定

原⼦炉の性能を検討

原⼦炉の成⽴性を検討
制御⼿法を検討

原⼦炉設置許可申請に向け、
専⾨企業の協⼒を得て、今後
より詳細な設計活動へ

原⼦炉設置許可申請に向け、
専⾨企業の協⼒を得て、今後
より詳細な設計活動へ

原⼦炉の出⼒と利⽤⽬的︓熱出⼒10MW級の中性⼦ビーム炉（⽂部科学省提案）原⼦炉の出⼒と利⽤⽬的︓熱出⼒10MW級の中性⼦ビーム炉（⽂部科学省提案）

✓５つの性能⽬標を設定
①安全性 ②安定性 ③経済性
④利便性 ⑤将来性 の５点
を⾼い次元で満⾜すること
を⽬標として設定

✓基本仕様を策定
・燃料要素と配置
・冷却材、減速材
等の仕様を決定し、
原⼦炉の基本的な
構成を決定 燃料要素

ce20炉
⼼

✓原⼦炉の性能を検討
・原⼦炉の基本的構成をもとに、
運転期間や原⼦炉内の中性⼦
の分布等の性能の検証を実施

・JRR-3の半分の出⼒で同等の
性能が得られる⾒通しを得た

項目 現状の見通し

炉内熱中性子分布 JRR-3と同等

運転持続日数 JRR-3と同等

✓原⼦炉の成⽴性を検討
・原⼦炉を発熱の除去の視点から
解析し、成⽴性を確認

・今後、原⼦炉システムの
視点から成⽴性を検討

✓制御⼿法を検討
・炉の制御⼿法として、
２種類の⽅法を検討
(フォロワ型燃料／平板型)

・今後、⼯学的に成⽴す
るかを踏まえて選定

現在の炉⼼部のイメージ
フォロワ型燃料

（JRR-3の模型）

吸
収
体

燃
料
部

上
下
⽅
向
に
可
動

通
常
भ
燃
料

✓敷地内地質調査
・もんじゅサイト内の候補地点の
地質調査を⾏い、原⼦炉設置の
妨げとなる要因の有無や⼟地の
性状等を調査

【出典︓JAEA】

概念設計活動の成果
〜どのような原⼦炉を作るのかの基本案を検討〜
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 建設候補地については、もんじゅサイト内の複数の地点の
評価をこれまで進めてきたところ、その結果を報告

 中性⼦利⽤実験装置については、京都⼤学を中⼼として
開発体制を整備し、利⽤運営のあり⽅の検討を進める旨
を報告

 地元関係機関との連携構築については、令和4年度の活
動実績を報告するとともに、「伴⾛型連携」や⼈材育成の
あり⽅や複合的な研究拠点整備、利⽤促進体制の検討
などを体制整備の上で進めて⾏くことを報告

概念設計活動以外の報告事項
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項⽬ 詳細設計Ⅰ 詳細設計Ⅱ

許認可
⼿続

設置許可申請の
ための設計

設⼯認取得の
ための設計
（分割申請）

管理棟・
敷地造成⼯事
(設⼯認対象外)

R4年度中〜

詳細設計
許認可含む

建設⼯事、検査など
許認可、基礎⼯事、施設建設⼯事、
地盤改良・基礎⼯事などを含む※3

運転開始

※3 設⼯認を分割して取得し建設着⼿
建設後、運転開始に向けた使⽤前事業者検査
及び確認を実施

R2年度〜R4年
度

概念設計
地盤調査を含む

※設置許可申請の⾒込時期は令和6年中に提⽰予定

設⼯認︓設計及び⼯事の計画の認可

設置許可申請 設置許可取得

審査 設⼯認申請 （分割申請）

炉⼼構成、利⽤施設、全体配置等の基本設計

成⽴性評価、施設重要度分類、安全設計⽅針策定等

⼀般構造設計、耐震設計、耐津波設計等

本体設備、冷却系設備、計測制御系設備、廃棄設備、放射線管理
設備、使⽤済燃料保管設備、利⽤設備、ユーティリティ設備等に関する
詳細設計

審査

設⼯認取得でき
たものから

製作・⼯事着⼿

設⼯認取得

（参考）旧規制基準下において設置許可申請から建設終了までに、HTTR（高温工学試験
研究炉）では約８年、STACY（定常臨界実験装置）では約７年を要している。

⾃然事象評価（基準地震動策定等）、事故時評価、対応⽅針策定等

今後の検討スケジュール案（詳細設計）


